
 

 
 

１１月２０日（月）～１２月１日（金）は、福島小学校の「秋の 

                読書週間」でした。初日の２０日（月）は、朝の学習の時間を使っ 

て、図書委員が２冊の絵本の読み聞かせをテレビ放送で行いまし 

た。絵本を読む児童は、絵本の内容がよく分かるように、ゆっくり 

読むように心がけていました。また、絵本をめくる児童は、絵がテ 

レビにしっかり映るように意識しながら、めくっていました。 

気温が一気に下がって、室内で過ごすことも多くなる季節になり

ました。普段読まないジャンルに挑戦したり、お子様と同じ本を読んで感想を話し合ったりして、家族

読書を楽しんでみませんか。 

 

 

 

中学校では、キャリア教育の一環として様々な職業を体験すること 

で、その仕事の苦労や働く喜びを知り、将来の夢を具体的に形作って 

いきます。１１月２１日（火）～２４日（金）の３日間、福南中学校 

から４人の生徒が職場体験にやってきました。教師の立場で授業を見 

たり、子供たちと遊んだりしたことで、教えることの難しさや喜びを 

十分に感じたようでした。短い期間でしたが、勉強を教えてもらった 

り、一緒に遊んでもらったりした子供たちは、中学生との別れを最後まで惜しんでいました。 

小学校では、「社会の中で自分の役割を見つけて、自分らしく生きることができるようになる」こと

をキャリア教育ととらえています。友達と一緒に過ごす中で、自分の良さや好きなことを見つけたり、

自分の役割を自覚して学級（学校）集団に役立つ喜びを感じたりすることで、一人一人が自分の将来に

夢や希望を抱くことができるようにしています。 

 

保護者連絡ツールの登録について 
※保護者連絡ツールの登録はお済でしょうか？欠席連絡だけでなく、最近は、学校からの便りも配信し 

ています。今後は、下校時刻の変更等も配信する予定にしていますので、見守り等をしてくださって 

いる地域の方も、是非ご登録ください。 
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寒い時季になると、ストーブなどの暖房機器を使うため、火災が発 

生するリスクが高まります。１日（金）は、給食室から出火した場合 

を想定して、避難訓練を行いました。火災が起きた時は、類焼を避け 

るために、教室の窓やドアを閉めて避難します。もちろん、その余裕 

がある時はです。 

そして、地震の時と同じ「おはしも」の合言葉で、全校児童が運動 

場に避難しました。低学年の児童も、煙を吸い込まないように、ハン 

カチで口を押さえながら避難することができていました。教職員は、運動場に出ている児童の安全管理

をする者と建物内に児童が残っていないかどうかを確認する者とに分かれて訓練しました。 

私たちは、いつ、どこで、どんな災害に遭うか分かりません。避難訓練で学んだことを生かして、自

分の身を自分で守れるよう願っています。 

※「おはしも」は、お：押さない は：走らない し：しゃべらない も：戻らない の略です。 

 

 

 

６日（水）の町別児童会では、町別に分かれて、登下校の反省を 

しました。多くの児童は、交通ルールがしっかりと守れているよう 

でしたが、「地域の方に挨拶ができていない。」や「一列で並んで 

登校できていない。」等の反省点がある児童もいました。 

また、冬休みが近いので、地域での安全な過ごし方についても、 

みんなで一つずつ確認しました。交通保導部の保護者の方が、登下 

校の様子や地域での過ごし方について話してくださったところもあ 

りました。 

町別児童会の後は運動場に町別に並んで、係の先生の話を聞いてから、一斉下校を行いました。この

日は水曜日だったので、通学路には地域の方もたくさん出てくださっていました。 

最近、登校する時刻が８時よりも早い班が増えてきていたので、町別担当の先生から児童に、集合時

刻に合わせて家を出るように話をしてもらいました。翌日、正門に立って、児童に朝の挨拶をすると、

ほとんどの班が８時を過ぎて登校できるようになっていました。 

犯罪の抑止力という点からも、時刻を合わせて、集団で登下校することはとても大切です。集合時刻

に合わせて、家を送り出してくださった保護者の皆様、ありがとうございました。また、平日にもかか

わらず、町別児童会に参加してくださった交通保導部の皆様、ありがとうございました。そして、毎週

水曜日に下校の見守りをしてくださっている地域の方々、いつもありがとうございます。 

 

 

 

 ほけんだより１２月号でもお知らせしていますが、岡山県下では、現在「インフルエンザ警報」が発

令中です。福島小学校でも、インフルエンザや風邪の症状で体調を崩している児童が増えてきていま

す。感染予防のために、ご家庭でも引き続き手洗いやうがいをするように声をかけてください。また、

調子が悪い時には、早めに休養を取るように心がけてください。 
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今年度４回目の漢字大会が、８日（金）に行われました。漢字大会 

も計算大会と同じように、朝の学習の時間を使って全校で実施してい 

ます。 

１週間かけて練習しますが、何も考えずにただ書くだけではあまり 

力にはなりません。漢字ドリルを見ながら、はねや止めを意識して丁 

寧に書くことで、整ったきれいな字を書くことができるようになりま 

す。また、一つ一つの漢字はそれぞれが意味をもっているので、熟語などはその意味を考えながら練習

すると、語彙力も高まります。 

 普段、宿題や自主学習などで漢字練習をする時にも、ただ回数を書くだけではなく、字形を意識して

丁寧に書いたり、意味を考えながら書いたりできるといいですね。 

 

 

 

１８日（月）は、来年度使用する教材を選ぶ「教材選定委員会」を行 

いました。保護者の代表２名の方にも参加していただき、初めに、１年 

生で使う粘土や鍵盤ハーモニカ、続いて水彩セットや習字セット、裁縫 

セットなどの選定理由を、担当の教員が説明しました。 

教材選定では、保護者の負担を考えて価格も大切な選定基準となりま 

              すが、子供たちが学習しやすいものや長持ちするものなども重要な基準

になります。最後に、それぞれの教材を手に取って確かめながら、選定していきました。物価高騰の

折、価格が高くなっているものもありますが、来年度もこれらの教材を使って、子供たちの「分かっ

た！」がたくさん生まれるような授業をしていきたいと思います。 

 

 

 

 ２学期も、ハンカチや消しゴム、制服など様々な落とし物が職員室に届けられました。中には名前が

書いてあって、無事持ち主の元へ返ることのできた落とし物もありました。しかし、名前が書かれてい

ないと、なかなか持ち主に返すことができません。職員室の前に置いているので、時々子供たちが見に

来ているのですが、あまり持って帰る姿も見かけません。お心当たりがありましたら、お子様に一声掛

けて持ち帰らせてください。年内は保管しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それでは、保護者や地域の皆様、よいお年をお迎えください。 
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